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ブ
ラ
ジ
ル
は
す
で
に
若
い
社
会
で
は
な
い
。
先
進
諸
国

と
同
様
に
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
は
高
齢
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
る
。
今
日
、
六
〇
以
上
の
年
齢
の
人
は
人
口
の
一
〇
％

を
占
め
る
。
こ
の
数
字
は
日
本
の
二
三
％
と
い
う
数
字
か

ら
見
れ
ば
ま
だ
低
い
が
高
齢
化
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
高
齢
化
の
現
状
と
二

〇
世
紀
に
発
達
し
た
老
年
学
（gerontology

）
の
関
係

を
簡
単
に
ご
紹
介
し
よ
う
と
思
う
。

　
老
年
学
は
生
物
学
、
社
会
学
、
心
理
学
、
経
済
学
な
ど

を
取
り
込
ん
だ
比
較
的
新
し
い
学
際
的
な
分
野
で
あ
る
。

老
年
学
は
人
間
の
誕
生
か
ら
老
い
て
い
く
過
程
を
対
象
と

し
、
高
齢
の
人
々
を
社
会
文
化
的
な
分
類
に
お
い
て
研
究

す
る
。
二
〇
世
紀
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
人
口
構
成
に
非
常
に

大
き
な
変
動
が
起
こ
り
始
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
高
齢
者

の
数
の
多
さ
だ
け
が
社
会
的
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
。
老
年
学
の
発
展
の
経
緯
を
見
る
と
、
高
齢
者
の
人

口
が
ど
ん
ど
ん
増
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
二
〇
世
紀
後
半
に
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
や
経
済
主
体
の

間
で
高
齢
化
や
老
齢
人
口
へ
の
関
心
が
た
か
ま
っ
て
き
た

こ
と
に
よ
り
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
高
齢
化
と
老
年
学
の
二

つ
が
た
い
へ
ん
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
高
齢
化
問
題
を
専
門
に
取
り
扱
う
最
初

の
組
織
は
一
九
六
一
年
に
設
立
さ
れ
たGeriatric and 

G
erontology Brazilian Society

（w
w
w
.sbgg.org.

br

）
で
あ
る
。
当
時
の
主
要
な
三
つ
の
成
果
は
、
①
ブ
ラ

ジ
ル
社
会
に
高
齢
化
が
社
会
的
に
重
大
な
問
題
で
あ
る
と

い
う
認
識
を
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
に
浸
透
さ
せ
た
こ
と
、
②
高

齢
化
と
老
齢
人
口
の
研
究
の
必
要
性
を
専
門
家
や
研
究
者

に
喚
起
さ
せ
た
こ
と
、
そ
し
て
③
老
年
学
を
学
術
分
野
に

ま
で
発
展
さ
せ
た
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
れ
が
端
緒
と
な
り

政
府
系
、
非
営
利
団
体
系
、
政
党
関
係
、
教
育
関
係
、
そ

し
て
営
利
を
目
的
と
す
る
組
織
が
多
く
設
立
さ
れ
高
齢
化

を
テ
ー
マ
に
し
た
様
々
な
提
言
が
相
次
い
だ
の
で
あ
る
。

余
暇
、
観
光
、
文
化
、
教
育
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
で
高
齢
者

へ
の
機
会
提
供
を
提
案
し
た
最
初
の
団
体
は
一
九
六
三
年

に
設
立
さ
れ
たCom

m
erce Social Service

（w
w
w
.

sesc.com
.br

）
で
あ
る
。

　
二
〇
世
紀
後
半
は
法
律
や
公
共
福
祉
の
面
で
も
新
し
い

展
開
を
見
せ
た
。一
九
八
八
年
に
新
し
い
連
邦
憲
法
―「
市

民
憲
法
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
―
が
発
布
さ
れ
、「
高
齢
者

国
家
政
策
」
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
最
初
の
法
律
で
あ
る
。
こ
れ
と
並
び
、

「
高
齢
者
法
」
と
呼
ば
れ
る
基
本
的
な
法
令
が
二
〇
〇
三

年
に
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
三
〇
年
間
、
専
門
家
、
研
究
者
、

国
内
外
の
関
係
機
関
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
研
究
成
果
や
提

言
に
刺
激
さ
れ
ブ
ラ
ジ
ル
の
高
齢
者
は
権
利
や
利
益
の
享

受
、社
会
参
加
に
向
け
て
大
変
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。

新
し
い
連
邦
憲
法
に
よ
り
ブ
ラ
ジ
ル
の
高
齢
市
民
の
状
況

を
改
善
し
て
い
る
事
例
と
し
て
二
つ
の
制
度
が
あ
げ
ら
れ

る
。「
統
一
健
康
制
度
」（U

nified H
ealth System

）

（w
w
w
.saude.gov.br

）
と
「
統
一
社
会
扶
助
制
度

（U
nified Social Assistance System

）（w
w
w
.m
ds.

gov.br/suas

）
で
あ
る
。
双
方
と
も
一
人
一
人
の
こ
み

い
っ
た
事
情
を
踏
ま
え
異
な
っ
た
要
望
に
応
じ
て
健
康
、

社
会
補
助
を
提
供
し
て
い
る
。
高
齢
者
は
シ
ニ
ア
・
セ
ン

タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ウ
ス
、
長
期
滞
在
型
住
宅
、

病
院
、
在
宅
健
康
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
両
制
度
と
も
に
加
齢
に
関
す
る
専
門

知
識
を
身
に
つ
け
た
職
員
の
充
実
や
財
政
補
助
の
面
で
改

善
す
べ
き
点
は
大
き
い
。

　
一
九
九
七
年
、
カ
ン
ピ
ナ
ス
州
立
大
学
（w

w
w
.

unicam
p.br

）
は
、
ア
ニ
タ
・
リ
ベ
ラ
レ
ッ
ソ
・
ネ
リ
博

士
の
主
導
の
も
と
大
学
院
に
ブ
ラ
ジ
ル
初
の
老
年
学
の
修

士
課
程
を
設

立
し
た
。
こ

の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
か
ら
は

高
齢
化
に
か

ん
す
る
多
面

的
な
研
究
成

果
が
生
み
出

さ
れ
て
い

る
。
ま
た
二

〇
〇
五
年
、

サ
ン
パ
ウ
ロ

大
学
人
文
科

学
部
は
老
年

ブラジルの高齢者たちとともに

ブラジルの
高齢化と老年学
アンドレア・ロペス
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学
の
学
士
号
授

与
を
始
め
た

（w
w
w
.each.

usp.br

）。

こ

の
学
科
で
は
卒

業
後
、
高
齢
者

と
と
も
に
仕
事

す
る
職
場
に
就

く
こ
と
を
希
望

し
て
い
る
若
い

学
生
た
ち
に
こ

れ
ま
で
な
じ
み

の
な
か
っ
た

テ
ー
マ
で
の
調
査
研
究
や
職
業
体
験
を
さ
せ
て
い
る
。
ブ

ラ
ジ
ル
で
は
高
齢
化
の
論
文
を
載
せ
る
自
然
科
学
分
野
の

ジ
ャ
ー
ナ
ル
も
あ
る
。
例
え
ばThe Third Age Journal, 

Inter-D
isciplinary Study O

n A
ging, Brazilian 

Journal of H
um
an Aging Science, and Geriatric and 

Gerontology Brazilian Journal

で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
に

お
け
る
高
齢
化
を
知
る
う
え
で
も
う
一
つ
の
重
要
な
動
き

は
今
世
紀
に
入
っ
て
国
が
行
っ
た
二
つ
の
調
査
で
あ
る
。

第
一
は
二
〇
〇
六
年
に
国
内
二
〇
四
の
都
市
に
住
む
六
〇

歳
以
上
の
人
、
二
一
三
六
人
に
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

あ

る
（w

w
w
.sescsp.org.br/sesc/hotsites/

pesquisaidosos2007/prefacio.asp

）。
第
二
は
二
〇

〇
八
年
に
開
始
さ
れ
たFragility on Aging or Fibra 

N
etw
ork

と
い
う
調
査
で
あ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
大
学
数
校

が
作
業
援
助
を
、連
邦
政
府
が
財
政
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
調
査
で
は
全
国
の
八
〇
〇

〇
人
の
高
齢
者
に
対
し
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
実
施
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
（w

w
w
.

u
n
icam

p
.b
r/u
n
icam

p
/

unicam
p_hoje/jornalPD

F/ju383pag09.pdf

）。

最

後
に
な
っ
た
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
大
学
の
多
く
が
「
第
三
年

代
大
学
」（U

niversity of Third Age

）
と
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
地

域
に
住
む
高
齢
者
が
様
々
な
大
学
の
授
業
を
受
講
で
き

る
。
シ
ニ
ア
向
け
に
組
ん
だ
コ
ー
ス
も
あ
る
し
、
学
部
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
ク
ラ
ス
に
も
参
加
で
き
る
。

　
現
在
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
よ
り
良
い
高
齢
者
社
会
の
実
現
を

模
索
し
て
い
る
。
一
緒
に
生
活
す
る
家
族
が
お
ら
ず
、
所

得
が
低
く
、
健
康
状
態
も
良
く
な
く
、
精
神
的
に
も
弱
く

な
り
、
孤
独
な
状
態
に
あ
る
高
齢
者
は
多
い
。
こ
れ
ら
の

問
題
が
あ
る
も
の
の
、
国
民
全
体
を
眺
め
る
と
六
〇
歳
以

上
の
人
た
ち
は
一
つ
の
社
会
集
団
と
し
て
捉
え
た
場
合
、

数
的
に
は
大
き
い
若
い
世
代
の
集
団
よ
り
は
大
変
恵
ま
れ

て
い
る
と
言
え
よ
う
。
家
庭
に
よ
っ
て
は
、
食
費
や
家
賃

な
ど
家
計
を
支
え
て
い
る
の
は
高
齢
者
で
あ
っ
た
り
す

る
。
な
ぜ
な
ら
彼
ら
は
ま
だ
働
い
て
お
り
、
ま
た
場
合
に

よ
っ
て
は
年
金
も
受
け
取
っ
て
い
る
か
ら
だ
。（
ブ
ラ
ジ

ル
で
は
退
職
後
も
働
く
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。）
彼

ら
の
世
代
は
金
を
蓄
え
、
家
を
購
入
し
、
条
件
の
良
い
仕

事
に
就
き
、
多
く
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
、
な

ど
恵
ま
れ
た
機
会
を
享
受
で
き
る
豊
か
な
時
代
の
ブ
ラ
ジ

ル
で
若
い
と
き
か
ら
よ
り
安
定
し
た
エ
イ
ジ
ン
グ
・
プ
ロ

セ
ス
を
歩
む
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
同
様
の
プ
ロ

セ
ス
が
現
在
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
若
者
世
代
に
も
起
こ
っ
て
い

る
と
は
言
え
な
い
の
だ
。
息
子
や
娘
が
失
業
す
る
と
彼
ら

は
自
分
た
ち
の
子
ど
も
達
を
つ
れ
て
両
親
の
家
に
戻
る
。

そ
う
な
る
と
シ
ニ
ア
の
親
た
ち
は
三
世
代
の
家
族
全
員
を

養
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。社
会
の
利
益
と
い
う
観
点
で
、

慢
性
的
な
社
会
的
不
平
等
、
長
寿
化
、
限
ら
れ
た
就
職
機

会
、
加
え
て
多
く
の
若
者
が
年
金
保
険
料
も
支
払
わ
ず
に

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
職
に
就
い
て
い
る
と
い
う
現
状
を
考

え
合
わ
せ
る
と
ブ
ラ
ジ
ル
は
現
在
ま
た
今
後
も
、「
世
代

間
戦
争
」
と
呼
ぶ
時
代
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
私
は
、
教
師
と
し
て
ま
た
研
究
者
と
し
て
老
年
学
が
有

効
な
回
答
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
こ
と
を
切
望
し
そ
の
た

め
に
努
力
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
有
能
で
創
造
的
発
想
を

生
む
人
材
の
育
成
、
高
齢
化
に
つ
い
て
の
全
体
観
的
知
恵

の
構
築
と
共
有
、
老
化
予
防
対
策
の
普
及
、
政
策
面
で
の

議
論
、
国
際
社
会
の
協
力
、
そ
し
て
最
後
に
加
齢
の
進
行

に
そ
っ
て
人
々
が
刺
激
し
あ
い
な
が
ら
有
意
義
で
健
全
な

社
会
参
加
が
で
き
る
仕
組
み
に
自
ら
が
関
与
し
て
い
く
こ

と
を
通
じ
て
実
現
で
き
る
だ
ろ
う
。
我
々
は
昼
か
ら
夜
へ

変
わ
る
よ
う
に
突
然
老
人
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
自
分

た
ち
が
得
た
経
験
と
自
分
た
ち
が
選
ぶ
生
活
ス
タ
イ
ル
を

通
じ
て
老
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
日
々
暮
ら
す
こ

と
＝
老
い
て
い
く
こ
と
、
だ
か
ら
で
あ
る
。
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